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　伊勢平野のほぼ中心に位置する県都津市におい
て、市内外への南北移動を円滑にする広域幹線道
路の整備は長年の重要課題でした。
■国道23号を補完する新たな南北軸
　国道23号中勢バイパスは昭和59年の着工から
40年の時を経て、鈴鹿安塚工区の完成をもって令
和５年度中に南北33.8kmの全線が開通します。
1,955億円が投じられ鈴鹿から河芸、津、久居、
嬉野、三雲まで西部丘陵地を縦貫するバイパス
は、市街地の交通環境の改善と地域活性化に大き
く寄与しています。
　広域農道中勢地区「グリーンロード」も昭和50
年の着工から平成25年の完成までに40年近い歳
月を要しました。広域営農の基幹農道として県が
104億円をかけて整備した全長26.6kmは、完成
後市に移管され、芸濃から安濃、美里、白山まで
西部を南北につなぐ広域道路として、農業利用の
みならず生活道路の役割も果たしています。
　このほど県が測量、設計に着手した河芸町島崎
町線の志登茂川河口の架橋が実現すれば、東部の
南北軸がさらに強化されることになります。
■旧10市町村を結んだ平成20年代
　国と県の主導で南北軸となる広域幹線道路の充
実、強化が進む一方で、合併により711㎢という
広大な市域を擁することとなった津市は、各地域
間の交流を促進する道路ネットワークの形成が求
められました。
　中でも副都市核・久居とのミッシングリンク
(未開通区間)の解消は急務でした。市境でそれぞ
れ行き止まりだった片田工業団地の南端と戸木工
業団地の北端をつなげるわずか116mの道路を
4,300万円の小規模な事業として建設したとこ
ろ、輸送車両のアクセス向上に加え、従業員の通
勤時間の短縮もかなうなど、合併の効果が如実に
表れた事例となりました。
　津地域と久居地域を結ぶ都市計画道路「上浜元
町線」は市境付近で工事が遅れていました。南か
らは、旧久居市が市役所前から国道165号まで約
１kmを平成初期に完成させており、北の半田か
ら市境までの1.9kmを三重県が津久居線として、
平成26年度の中勢バイパス久居工区の供用開始に
間に合うよう工事を進めていました。
　残る未整備区間は中勢バイパス半田東交差点か
ら国道165号の交差点までの1,550m。この区間
については合併直後に三重県との協議が整い、県
と市が連携して整備を急ぐことになりました。県
が北から800mに７億円を、市が南から750mに
11億円を投じて施工し、ようやく本年３月末に完

成にこぎつけ、久居中心部と神戸・半田地区が幅
員12～16mの広い道路でつながりました。
　一志美杉線は沿線住民の重要な生活道路である
と同時に、国道に接続して臨海部、山間部、関西
圏を広域的に結ぶ幹線道路としての機能を持ち合
わせています。美杉町下之川・一志町波瀬間は、
久居への最短ルートとして下之川の住民の利便性
を高め、一般廃棄物最終処分場へのアクセスルー
トにもなることから、県の全体事業費36億円の
22.5%を津市が特別に負担するという、他に例を
見ない合意が成立しました。平成27年に矢頭トン
ネル1.6kmが貫通し、その後も、室の口までの
2.3kmの拡幅工事が進んでいます。
■環状放射型ネットワーク
　平成30年から始まった「津市道路整備計画」
は、社会経済情勢の変化に対応し、まちづくりや
防災を意識したものとなっています。
　計画路線の中では地域間連絡道路に区分される
「広明町河辺町線２」の長岡町地内300mと、「内多
清水ヶ丘線(２期)」の安濃町清水・内多間900mの
狭あい部分の拡幅整備は合併前からの課題です。
　観音寺町から長岡宮ノ前で中勢バイパスと交差
し、清水が丘団地を経て安濃町内多で県道津芸濃
大山田線に交わるこの路線は、津西地区と安濃を
結び、さらに芸濃方面につながるネットワークを
形成するものです。リニア中央新幹線三重県駅へ
の接続まで視野に入れるとその意義はさらに高ま
ります。
　都市部環状ネットワークの一部に位置づけられ
ている「下部田垂水線１」も長年待ち望まれてい
る事業です。夢の第３の江戸橋が志登茂川河口架
橋事業として現実のものとなりつつある今、国道
23号上浜町二丁目交差点と主要地方道津関線上浜
町六丁目交差点を結ぶ道路を、鉄道と立体交差す
る形で事業化できれば、市中心部における東西連
携の役割を大いに発揮することを疑う余地はあり
ません。
　これらの道路整備計画を実現するには、地権者
をはじめ地元の皆さまのご理解と、巨額にのぼる
事業費の財源確保が欠かせません。まずは地域の
皆さまとよくご相談し、財源をしっかりと見極め
た上で、事業化の見通しがついた時点で予算を計
上して市議会に諮ることとなります。
■まちの姿を変える道路
　平成６年に県総合文化センター東から一身田大
古曽まで開通し、その後大里睦合町につながる４
車線の津関線と、平成４年に供用を開始した垂水
高架橋は、津駅西と垂水・城山のまちの姿を変え
ました。
　先に掲げた３路線の構想は鉄道で東西に分断さ
れた市街地を津駅北側でつなぎ、津西地区から市
域を超えて北へと展開する新しいまちの姿を示す
ものです。安全で快適な市民生活を支え、都市の可
能性を広げる道路網の構築を推進してまいります。
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